
2001年度日本オペレーションズ・リサーチ学会  

秋季研究発表会  

2－E－6  

2種類の状態を考慮した  
ペイジアンPerishableInventoryModel  

＊ 川勝英史   

磯崎泰樹   

上村稔大   

菊田健作   

手賓田年男  

KAWAKATSU Hidefumi  

ISOZAKI Yasuki 

UEMURA Toshihiro  

KIKUTA Kensaku  

HAMADA Tbshio  

02103234 神戸商科大学大学院  

大阪大学大学院  

神戸商科大学商経学部  

01105053 神戸商科大学商経学部  

01503164 神戸商科大学商経学部  

こるかはパラメータ（ぴC，ぴβ）（ぴC，ぴβ≧1）のベー  

タ分布に従うが，この理由については後述する．（4）現  

在の状態がGoodのときβG単位の需要が発生し，現  

在の状態がBadのとき需要はββ単位起こる．但し，  

がとがは，それぞれ既知の密度関数JG（・），Jβ（・），  
分布関数ダC（・），F月（・），平均〃c，〃β（〃G＞〃β）を  

もつ互いに独立な確率変数である．また，α≧0に対  

してダG（α）＜Fβ（α）である・（5）リードタイムは0  

であり，入庫速度は無限大である．（6）緊急調達を認  

めるがバックログは考慮しない［2ト（7）商品1単位を  

価格pで販売する．（8）次のような費用を考慮する・  

すなわち，C＝商品1単位当り購入費用，ん＝商品1  

単位を1期間維持する費用，γ＝商品1単位当り品切  

れ費用（p＞r＞c），β＝商品1単位当り廃棄費用，  

〟（y）＝1回当り発注費用である・  

ここに・柑＝ 

〈 

β●場合7で  

あり，封は発注量，むはコンテナやトラックの荷台な  

どの容量を表す定数である．また，商品を発注する際，  

商品わ単位につき費用βが必要となる・なお，「α1は  

小数点以下の切り上げを意味する．  

〈 

tateが起こる・ 
さらに・y＝ とす  

ると，未知のパラメータ打をもつベルヌーイ確率変数  

の確率関数は¢（y＝申）＝打i（1一可1‾豆（豆＝071）  

により与えられる．但し，ベルヌーイ試行の未知の生  

起確率打についての推測を行うための自然共益事前分  

布はベータ分布である．このため，ここでは未知の打  

は，仮定（3）で述べたように，パラメー タ（ぴG，朋ノβ）  

のベータ分布に従うとする．従って，Good Stateが  

起これば打の事後分布はパラメータ（Ⅷc＋1，ぴβ）の  

ベータ分布となり，そうでなければ打の事後分布はパ  

ラメータ（ぴGルβ＋1）のベータ分布となる［6］・   

なお，本研究で導出した期待利益において，状態  

Good及びBadはマルコフ連鎖のうちのポリヤのつぼ  

に従って起こることが確認できる．  

1． はじめに   

食品や化学薬品などには有限の寿命があり，これら  

の商品は寿命を迎えると廃棄される．このような商品  

を取り扱った在庫管理モデルは「PerishableInventory  

Model」と呼ばれ，この種のモデルはNahmias［1］や  

n叫2］が任意の寿命をもつ商品に対するモデルを提  

案して以来，多数報告されている【1－4】・最適発注量に  

関する分析に関して，Nahmias［1］のモデルは，期待  

廃棄量の計算が発注した時点にできることから解析上  

取り扱いやすい．このためNahmiasのモデルは，多  

くのモデルに引用されている［3］・一方，Ries［2］のモ  

デルは，現在廃棄される量を廃棄量として計算するた  

め，最適発注量を実際に計算することに適している・   
ところで上述したモデルにおいては，発生する需要  

量は過去の情報に依存しないことが想定されている・  

ニれに対して，Azoury［5］は商品の寿命が無限大であ  
る場合に，需要の分布のパラメータは未知であるが自  

然共役事前分布に従う場合のモデルを提案している・  

また筆者らも，商品の寿命及び計画期間が有限である  
場合に，「良く売れる」場合と「余り売れない」場合  

の2種類の状態を考慮し，過去の情報に基づいて状態  
の起こる確率を推測するようなモデルを提案している  

［4］．本研究でも，同様の観点から過去の情報を学習す  

ることを考慮し，この上で1回当り発注費用が発注量  

に応じて変化する場合のモデルを提案する．さらに，  

本モデルにおける状態は，マルコフ連鎖のうちのポリ  

ヤの／）ぼに従って推移するという点に着目し，発注量  

に関する分布の特徴を数値例により考察する．  

2．モデル   

本研究では以下を仮定する．（1）計画期間は既知で有  

限である．（2）新品の商品が到着し，商品の寿命は有限  

のm期間である．（3）2種類の状態「GoodState」と  

「BadStat（、」とが存在する．また，どちらの状態が起  
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3．期待利益   

ここでは，残り期間の最大期待利益を導出する．1  

期間の需要量を祝，発注量をy，残り寿命が盲期間  

である商品数をJi（豆＝1，…，m－1）とし，諾＝  

（ご”l＿1，Jm＿2，…，ご1）とする．また，uは実際に観測  

された需要量であるとき，残り寿命が豆である商品の  

繰越在庫量をzi（x，y，u）とし，このvector－Valued関  

数をz（諾，〟，ll）とする．さらに，1≡（1，1，…，1）とし，  

諾・1を∬と1との内積とすると，ぴCとびβとの情報  

が与えられたという条件のもとでの残りm期間の最大  

期待利益ATと（諾l祝ノC，ぴβ）は次式により与えられる．  

同様にして，残り1期間の最大期待利益は以下の  

ように与えられる．  

Al（∬1ぴGルβ）  

〈  
－∬（y）一Cy  Sup  

y≧0  

＋蓋エG（諾，封）＋荒土月（諾，封）  （4）  

定理1・（i）れ＝た＝1の場合，Al（小町，ぴβ＋  

1）≦Al（諾】ぴG，ぴβ）≦Al（諾】ひG＋1，ぴβ）が成立す  

る・（ii）れ＝た＞1の場合，β㌃1（諾，抽G，Wβ＋1）≦  

β㌃1（諾，ylぴG，Wβ）≦βた1（諾，頼G，ぴβ）≦βた1（諾，yl  
ぴG＋1，ぴβ）のとき，Aた（叫びG，ぴβ＋1）≦Aた（諾l祝ノC，  

ぴβ）≦Aた（諾lぴG＋1，ぴβ）が成り立つ・   

ここで，元（諾，ylβ，f）＝－ぽ∂An（Z（計刷，り即（u）血  
（J＝GorB）である．  

なお，紙数の都合上，数値例は当日発表させて頂く．  

Ar．（可視ノC，l〃β）  

＝；買〈坤かc叶紬y＝1車両）  

＋J㌃Aれ－1（z（ヱ，y，祝）lぴC＋1，ぴβ）JG（u）血  

×タ（可びG，触β）血  

＋尤¢（y＝Ol汀）  エβ（諾，y）  

十ノ㌃Aれ－1（z（諾，y，祝）巨叱，び月＋1）Jβ（祝）血  参考文献  
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×榊cルβ）ヰ   
（1）  

ここに，豆＝G orBに対して   

上i（訂，封）＝ pJ㌃祝Ji（u）血－βぷ1（∬1一両Jj（祝）血  

－んぽ●1巾（諾・1＋y一冊壷（祝）血  

－γJ芸1＋y （㍑一諾・1－y）Ji（祝）血（2）  

である．ここで，ベータ分布の密度関数の基本的な性  

質を用いると，式（1）のAm（叫びG，ぴβ）は以下のよう  

計算される．  

▲4，．（諾l一帖，て′ノβ）  

荒［鞠y）  
＝；呈誓仁柑－C叶  

＋J㌃Am－1（z（諾，封，祝）lぴG＋1，ぴβ）JC（祝）du  

エβ（諾，y）  ＋浩   

＋1㌣▲4↑卜1（z（ヱ，少，叫びG，ぴβ＋1）Jβ（祝）血  
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